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Ⅰ 主題設定の理由 

知的障害養護学校に通う児童生徒の中には自閉症の

ある子ども達がいる。子どもの姿から発見や喜びを感じ

ることも多いが，一方で子どもたちの行動がどうして起

きたのかわからないことがあった。また，子ども達とよ

りよいコミュニケーション関係を築きたいと思いなが

らも，どのようにかかわればよいか，わからなくなるこ

ともあった。 
これまでの自分の取り組みを振り返ると「なぜ」と思

うことが多かった。しかし，そこから子どもにどのよう

にかかわったらよいかという考えにつながらなかった

ように思う。それは自閉症に対しての理解が足りなかっ

たことや，どのようにしたらいいかという視点の幅が狭

かったからだと考えられる。 
子どもの主体的な取り組みへの支援を行うことは，特

殊教育の視点として大切なことである。自閉症のある子

どもへの支援においては，特性を意識して活かしていく

ことが必要である。そこで，自閉症の特性を理解し，そ

の特性に応じた支援に関する知識や考え方を学ぶこと

で，子どもの姿を理解し，よりよいかかわりができるよ

うになりたいと考え，本主題を設定した。 
 

Ⅱ．研究の目的 

自閉症の概念や，コミュニケーションの捉え方につい

ての理解を深め，子どもが自ら人や活動に対してかかわ

るための支援を，実践を通して検証する。 
また，子どもの捉えや支援を考える視点を広げるため，

アセスメントや指導技法についても理解を深める。 
 

 

Ⅲ．研究の方法 
１．自閉症の概念や，コミュニケーションの捉え方な

どについて理解を深めるため，文献やWebページ

等で調べる。 

２．アセスメントや指導技法について理解を深めるた

め，その目的や特徴を文献で調べまとめる。 

３．心理検査において特徴をまとめると共に，検査器

具を使い実施することで，検査方法等を理解する。 

４．文献などで学んだことを実践事例を通して検証す

る。事例ではビデオ分析を行い，子どもの姿の変

容を捉える。 

 

Ⅳ．研究内容 

１．自閉症の理解 

(1)自閉症とは 

自閉症とは，乳幼児期（通常３歳以前）に発症し，

行動の特徴から定義される症候群。国際的な診断基準

であるＤＳＭ－Ⅳ－ＴＲ（精神疾患の分類と診断の手引

き第４版新訂版）では三つの領域から定義されている。 

                                    

 

 

 

 

行動の特徴には個人差があり，発達レベルや年齢と

共に変化することもある。 

  自閉症の心理・行動を理解するときには，井澤

(2003)*1の階層構造的な考え方が有用である（図１）。 

つまり，脳の生物学的な器質的障害が基礎にあり，

それが認知的な特性を引き起こし，様々な行動特徴を

表すのである。生物学的レベルにおいて自閉症が治る

ということはないが，支援や環境を整えることによっ

て，社会的不利などを軽減することはできる。 
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くる。周囲の出来事が理解できず不安感をもって過ごしている子ども達に，本人の理解が深まるよう，安

心感をもつことができるよう，支援していくことが大切である。子どもの姿を見つめ捉えるには，自閉症

の特性を理解する必要がある。その上でコミュニケーションの二側面の視点をもち，その子どもがもつ特

性を意識しながら，環境を整えたりかかわったりすることが，子どもからのかかわりを育むためのよりよ

い支援につながる。 
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③ 行動，興味，および活動の限定された反復的で常同的

な様式 
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 (2)自閉症の特性 

①行動の特徴 

診断基準に基づき行動の特徴を述べる。 

・対人的相互反応における質的な障害 

他者との社会的関係の形成の困難さのことである。

顔の表情や身振りなどから他者の気持ちを読みとる

ことに困難があったり，年令に応じた対人関係を築

くことが難しかったりする。 

・コミュニケーションの質的な障害 
意思伝達の困難さのことである。発語があまりみ

られなかったり，あっても会話が続かなかったりす

る。また，相手の言葉をそのまま繰り返したり，独

特のイントネーションがみられたりすることもある。 
・行動，興味及び活動の限定された反復的で常同的な様式 

強いこだわりや固執行動・常同行動のことである。

関心が狭くてパターン的であったり，予定の変更を

嫌がったり，些細な変化を嫌ったりする。また，く

るくる回る，手のひらをかざす，特定の物だけに興

味を示すなどの様子が見られることもある。 
②その他の特性 

  子どもの行動を理解しようとするとき，その背景

となる認知の特性を理解する必要がある。認知の特

性を併せて考えることで，行動の意味を理解し，そ

こから支援へとつなげていくことができる。 

  特性には，感覚障害，能力の不均衡さ，不安感の

強さ，人の気持ちを読むことが難しい，情報処理の

違い（視覚，聴覚刺激の選択性の難しさ，視覚情報

の優位さ）などがある。 

③理解と支援 

   自閉症の特性を理解することで，その子どもが感

じている困難さを理解することが大切である。その

上で環境を調整するなどの配慮や，本人にとって困

難性の少ない手段の獲得に向けて支援をしていくの

である。 

子どもの見え方感じ方を尊重し，困難さを減らす

ような支援を行うことで，子どもは安心して過ごす

ことができる。そこで初めて，子どもが自ら外の世

界に向かってかかわろうとする気持ちが生まれてく

る。また，特性の現れ方は子どもによって様々であ

る。その時のその子に応じた支援を柔軟に考えてい

くことが大切である。 

２．コミュニケーションの支援 

(1)コミュニケーションの定義 

「話し手は自らの観念（伝えたい事項）を何らかの
記号媒体（通常は言葉）を通して聞き手に伝え，聞
き手はその記号媒体（言葉）を通して話し手の伝え
たい観念を把握する。そして今度は話し手と聞き手
が役割を交替して再びこの流れが展開される。」 

「肢体不自由児のコミュニケーションの指導」（文部省）より 

(2)コミュニケーションの二つの側面 
  ・ 

 
 
 
 

コミュニケーションの発達段階の初期においても，

未熟な段階とはいえ「伝えること理解すること」の

側面と「気持ちや感情を共有すること」の二つの側

面を有している。発達に伴い「伝えること理解する

こと」の側面が，コミュニケーションにおける主な

役割を担うようになる。しかし「気持ちや感情を共

有すること」の側面はコミュニケーションを支える

土台として存続するものであり，子どもとのかかわ

りにおいて大事にしなければならないものである。  
(3)コミュニケーションの発達段階 

言葉以前の伝達意図の発達に着目し，研究した 

ベイツはコミュニケーションの発達を３つの段階に

分けた（表１）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  「実践インリアル・アプローチ事例集」（日本文化科学社）より 

 それぞれの段階において，大人からの働きかけの

中で大切にしたいことには少しずつ違いが見られる。

子どものコミュニケーションの発達段階を知った上

で，かかわりの中で大切にしたいことを意識してい

くことが必要である。 

 (4)自閉症とコミュニケーション 

・伝え合う関係を理解することの難しさ 

   自分の行動が相手に，相手の行為や言葉が自分に

それぞれ影響を与えるという伝え合う関係そのもの

を理解することが難しい場合がある。 

・ノンバーバルコミュニケーションの難しさ 

  アイコンタクトがコミュニケーションへとつなが

ることが難しい。また，身振りを使って伝えたり，

理解したりすることも難しい。 

・音声言語の理解・表出の難しさ 

  言葉を周囲の音の中から情報として選択すること

が難しかったり，言葉の意味がわからなかったりす

  
 

 
 

 
 

 

各感覚モードの過敏性と鈍感性 
刺激の過剰選択性 

社会的認知の困難性（心の理論関連） 

脳の左半球、小脳、連合野 
扁桃核、前頭葉、および遺伝子 

社会的相互交渉の質的障害 
コミュニケーションの質的障害 

想像力の障害（こだわり） 

生物学的レベル 

認知的レベル 

行動的レベル 

 

表１ コミュニケーションの３つの段階 

聞き手効果段階：生後すぐから10カ月頃まで 

        意図は聞き手（大人）によって解釈される 

意図的伝達段階：10カ月～１歳頃に始まる 

        意図を行為で伝えられるようになる 

命題伝達段階：１歳～１歳４カ月頃に始まる 

        ことばで伝えられるようになる 
※月齢は健常発達のめやす 

「伝えること，理解すること」を 
意図するコミュニケーション 

「気持ちや感情を共有すること」を 
       意図するコミュニケーション 
 

図１ 自閉症の理解                                                                                       

「障害者の発達と教育・支援」（山海堂）より 
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る。また，表出においても，発語があまりみられな

い，一方的な話し方でやりとりとして成立しないな

どの様子が見られる。特徴的な言葉の使い方が見ら

れる場合もある。 

・共同注意の難しさ 

     共同注意とは自分の興味・関心を向けている物に

対して，他者の注意を向けさせようとする行為のこ

とである。これは物を媒介として他者と共感したい

ということの現れである。自閉症のある子どもの場

合，共同注意の発達が難しいと言われている。 

(5)コミュニケーションにおける支援 

副題の「子どもからのかかわり」という言葉には，

子どもが必要な時に，主体的に人や活動にかかわって

ほしいという思いを込めている。主体的とは，自分で

わかって納得して，ということである。そのためには

伝えること，理解することに対する支援が必要である。        

また，気持ちや感情を共有することの側面ついて，

自閉症のある子どもにとって共感は難しいとされてい

る。しかし，この側面を「人とのかかわりの中で安心

感を感じるようなやりとり」と捉えるならば，そのた

めの支援は大切であり，丁寧なかかわりが必要である。 

次に，コミュニケーションにおける支援を考えてい

く上での視点をあげる。 

①大人のかかわりを見直す 

コミュニケーション

は二者間において成り

立つものである（図２）。

大人がその子どもに対

してわかりたい，伝えた

いという気持ちをもっ

てかかわり，常に自分の

かかわりを振り返るこ

とが大切である。 

②「伝えること・理解すること」への支援 

 ・「理解すること」への支援 

「わかった」と子どもが感じる経験をもつことが

大切である。子どもが受信することができる水準を

確かめながら，子どもに合った方法で伝える。また，

明確に具体的に伝えることも大切である。 

・「伝えること」への支援 

   「伝わった」と子どもが感じる経験をもつことが

大切である。子どもの発信の意味を捉え大人が返し

ていくことで，働きかけて伝わったという経験をも

つことができる。また，今できることでわかりやす

く伝えることができる手段を教えることで，伝える

ことの便利さを子どもが理解する場合もある。 

③「気持ちや感情を共有すること」への支援 

子どもの自らの行動に，大人が共感的にかかわる。

そのかかわりを繰り返すことで，かかわる大人の存

在に気づき，共に過ごす人への安心感も生まれる。 

④構造化とＡＡＣ 

構造化とは自閉症の特性を理解したうえで，周り

が自閉症のある人に理解しやすい環境を設定する

ための工夫をすることである。またＡＡＣ※1は話し

ことばに拘らず，今ある能力やカード，機器などの

道具を使い，コミュニケーションを可能にしようと

する考え方である。いずれも自閉症の特性を活かし，

伝え合う関係を大切にする支援の考え方である。 
３．実践事例 

(1)目的：子どもからのかかわりを育むために，コミュ

ニケーションの視点から行った支援について，事例

を通して検証する。 

(2)対象児童：養護学校小学部児童 

(3)アセスメント 

教育の分野におけるアセスメントとは，支援を必要

とする子どもの状態を理解するため，その子に関する

情報を様々な角度から集め，その結果を総合的に，整

理，解釈していく過程のことをいう。方法として問診，

行動観察，知能検査や発達検査など標準化された心理

アセスメントなどがある。事例においては担任からの

情報，行動観察，心理アセスメント（ＮＣプログラム

やＰＥＰ－Ｒ等）から情報を得た。 

 

 

 

 

 

 

＜支援の方向性＞ 

 

 

 

 

 

(4)指導時数 週１回 合計12時数 

(5)指導目標 

・１時限のスケジュールがわかり，見通しをもち活動
に取り組む。 

・カードを手渡し，要求を伝える。 
・活動の中で側にいる人を意識したり自らかかわった
りすることが増える。 

(6)指導内容  

①スケジュールの意味を理解する。 

②ＰＥＣＳ※2の手法を取り入れ，児童自ら発信できる

手段を獲得する。 

③人とかかわりながら活動に取り組む。 

(7)結果と考察 

①スケジュールの意味の理解 

スケジュール表を用意し，

取り組んだ（写真１）。今から

行う活動には矢印のマーク

をつけ，終わった活動のカー

ドはおしまい箱に入れた。動

作を伴うことで理解しやす

図２ コミュニケーションとは 

・見通しをもつことができるように環境を整える。 
・伝わったという経験を持つことができるよう場面設定す

る。また困難性の少ない手段の獲得にも取り組む。 
・子どもが取り組んでいる活動に大人が参加し，一緒に活動

する経験を取り入れる。 

 
写真１  

スケジュール表 

・自ら人へかかわることが少ない。人から働きかけると拒絶

したり力が発揮できなかったりする。興味のあることは意

欲的に取り組む。（行動観察，担任からの情報より） 

・項目間において幅がある。表出に比べて理解に困難さが見

られ，人とのかかわりにおいても困難さが見られる。目で

見て操作する活動は得意である。（心理アセスメントより） 
 
 

 

わかった！
わかった！

わからないな 
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かったようである。 

１時限の活動の流

れに見通しをもつこ

とで，スケジュールに

おける一つ一つの活

動に落ち着いて取り

組むことができた。 

また，それぞれの活

動について，何をどれ

だけすればよいか，見

てわかるような提示の工夫を行った（図３）。このよ

うに提示することで，自分で課題をもってきて，取

り組むことができた。また，課題内容の変化も，柔

軟に受け入れるようになった。 

②ＰＥＣＳの取り組み 

コミュニケーションブッ

クを作成しカードを用意した

（写真２）。ＰＥＣＳの指導法

に基づき，担任と二人体制で

指導を行った。カードを渡す

ことで欲しい物をもらうや

りとりは，本児にわかりや

すく，自ら注意喚起のための発声もするようになった。      

また，コミュニケーションブックを教室にも置き，

使う場面を設定すると，指導時間と共に普段の学校生

活でもこの手段を使用するようになった。 

指導時間における，本児の自発コミュニケーション

の数と手段の変化を示す（図４）。このグラフから自発

コミュニケーションの回数が増えていることがわか

る。これは伝える

ことの意味がわ

かり，便利さに気

づき始めている

ことの現れと捉

えている。また，

本児が音声言語

で伝える場面も

増えてきたことが

伺える。ＰＥＣＳの

取り組みは，本児の場合，伝えることの意味を理解す

ると共に，音声言語をコミュニケーションに使うこと

の便利さに気づくことにもつながったと考えられる。 
③一緒に楽しむ活動を設定 

本児が，好きな活動を選び遊ぶ時間を設定した。選

んだ物は，電話帳，ブロック，ままごと，粘土などで

あった。遊ぶ様子を見ながら，本児の見ている物を一

緒に見たり，遊び方を真似たりしてみた。そして子ど

もの行動にあわせて共感的な声かけをしてきた。最初

は気にとめない様子であったが，徐々に子どもの方か

ら，「おさかな」や「きゃべつ」といった今遊んでい

る物の名前を言うようになり，その言葉に対して大人

も「おさかな」などと返すようにした。また，遊びの

中で，ままごとのお皿を渡したり，大人が作った物を

見て，自分も真似て作ったりと自分から大人にかかわ

る姿が見られるようになった。 

  指導時間における本児の自発コミュニケーション

の機能の変化，つまりコミュニケーションする時の目

的の変化を示す（図５）。授業開始の頃は全体に要求の

占める割合が多かった。しかし本児から要求ではない

名詞の表出や「できた」などの表現が出てくるように

なり，このような表

現を「コメント（叙

述）」として数えた。

コメントが増えて

きたことは側にい

る人を意識する気

持ちが育っている

ことの現れと捉え

ている。また，先に述べ

たやりとりのように，同

じ物をみて，本児が発した言葉に対して大人が共感的

に返す場面が増えたことは，気持ちや感情を意図する

コミュニケーションを育む上で，意味のあることだと

考えている。 
Ⅴ．まとめと今後の課題 

１．まとめ 

 本研究では，自閉症のある子どもが，自ら周りの人や

活動にかかわることを育むための支援について探って

きた。その結果，以下のような結論を得た。 

 

 

 

 

 

２．今後の課題 

 自閉症の特性の現れ方は子どもによって様々である。

特性を知識として知るだけでなく，支援に活かしていく

ために，子どもの姿を捉える力をこれからも高めていき

たい。また，支援を子どもの実態に応じて行うため，常

に変更を念頭におき，柔軟なかかわりができるよう心が

けていきたい。 

今回の実践では，対象児童の担任と共に取り組んでき

た。お互いに情報を交換しあいながら，子どもの姿を捉

え，共通理解のもと，クラスでの指導と個別指導で取り

組むことができたことは有意義であった。よりよい支援

のためには，かかわる大人が話し合いを通してより多角

的な視点で子どもの姿を捉え，共通理解して取り組むこ

とが必要である。 
                                                        
＜参考文献＞ 
*1 井澤信三（2003）「自閉症児の発達と教育」『障害者の発達と教育・支援』山海堂  

＜脚注＞ 
※1ＡＡＣ：Augmentative＆Alternative Communication「拡大・代替コミュニケーション」と訳され

ている。 
※2 ＰＥＣＳ：（the picture（絵）exchange（交換）communication system）絵カードとこれが意

味する物を交換してコミュニケーションするシステム。大人からの促しに頼るのではなく

子どもから始める意味のあるコミュニケーションに着目している。 

図５ コミュニケーションに 

  おける機能の変化 

写真２ 

コミュニケーションブック 

 

図４ コミュニケーションに 

   おける手段の変化 

自閉症の特性を理解し，子どもの実態を的確に把握

し，その上でコミュニケーションの二側面を意識し

て支援を行うことは，子どもからのかかわりを育む

ために大切である。 

 べんきょう 

 

カードをとって袋に入れ、箱をもってくる 

 
 

図３ 「べんきょう」の課題提示 
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